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整 理 番 号  2022P-157 

補助事業名  2022年度 児童、高齢者、障がいのある人等が相補的に関わることので

きる地域共生型社会づくりを促進する活動、調査・研究等補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人楽笑 

 

 

１ 補助事業の概要 

 

（１）事業の目的 

パラリンピックが閉幕し、身体障害の方に対する理解が大幅に進み、ハード面のバ

リアフリーと障害者雇用について注目を浴びるようになりました。知的障害及び精神

障害の方の理解を進めるには芸術文化の普及が求められます。そこで、知的障害及び

精神障害者の芸術文化作品を地域の企業の支援を得て身近に展示することで、普段の

暮らしに常に障害者の感性と才能に触れられる環境を根付かせ、パラリンピックと今

回の文化芸術活動を組み合わせ、地域で共に生きる社会の創造の一助とする。 

 

 

（２）実施内容 

（URL)アール・ブルュット作品を飾ってみませんか？ 〜Art-Brut illuminate a corner～ 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://rakusho.or.jp/%e4%bb%a4%e5%92%8c4%e5%b9%b48%e6%9c%888%e6%97%a5%e3%80%80%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%ab%e3%83%bb%e3%83%96%e3%83%ab%e3%83%a5%e3%83%83%e3%83%88%e4%bd%9c%e5%93%81%e3%82%92%e9%a3%be%e3%81%a3%e3%81%a6/
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（URL)金山エンタメアートフェス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（URL)三谷温泉アートプロジェクト ～ととのう温泉美術館～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（URL)Meetsアール・ブリュットtomoniアート展2nd 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://rakusho.or.jp/%e4%bb%a4%e5%92%8c4%e5%b9%b411%e6%9c%8810%e6%97%a5%e3%80%80%e9%87%91%e5%b1%b1%e3%82%a8%e3%83%b3%e3%82%bf%e3%83%a1%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%88%e3%83%95%e3%82%a7%e3%82%b9%e5%b1%95%e7%a4%ba%e3%81%ae/
https://rakusho.or.jp/%e4%bb%a4%e5%92%8c%ef%bc%95%e5%b9%b4%ef%bc%91%e6%9c%88%ef%bc%92%ef%bc%90%e6%97%a5%e3%80%80%e4%b8%89%e8%b0%b7%e6%b8%a9%e6%b3%89%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%88%e3%83%97%e3%83%ad%e3%82%b8%e3%82%a7%e3%82%af/
https://rakusho.or.jp/%e4%bb%a4%e5%92%8c5%e5%b9%b41%e6%9c%8823%e6%97%a5%e3%80%80meets%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%ab%e3%83%bb%e3%83%96%e3%83%aa%e3%83%a5%e3%83%83%e3%83%88tomoni%e3%82%a2%e3%83%bc%e3%83%88%e5%b1%952nd%e9%96%8b/
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２ 予想される事業実施効果 

作品レンタル事業を行う上で重要な作品の権利保護の視点を踏まえ、懸念事項の検

証を行いました。下記の点を社会福祉法人楽笑としてディレクションの立場で参画す

ることが企業側も安心するとのことが明確になりました。今回の展示会の実績及び報

告書から、令和5年4月の時点で2件の企業からレンタル事業に興味があると連絡をいた

だいております。手数料をいただく中で、継続して事業を進めることで、障害のある

方の社会参加を促進してまいります。 

 

＜社会福祉法人楽笑がおこなうディレクション内容＞ 

・作者への依頼、レンタル価格の決定 

 →Qレンタル可能な作者、作品の選定 

 →Q作者の収入額、仲介団体の手数料収入を決定 

・契約書の作成 →専門家への依頼 

・作品借受、額装 →Q作品輸送や額装の経費負担 

・作品保存管理 →Q保存場所の確保（都度本人に借りに行くと言う方法もあり） 

・企業などへの営業・広報 →広報パンフやWeb作成。 

・レンタルする企業or人へ 作品取り扱い書類の作成 

 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

 

（１） 補助事業により作成したもの 

地域共生社会を進展するパブリックアート事業報告書 AANC-Artworks3 

 

(URL) https://rakusho.or.jp/wp-content/uploads/2023/04/AANC-Artworks3.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://rakusho.or.jp/wp-content/uploads/2023/04/AANC-Artworks3.pdf
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（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

地域共生社会を進展するパブリックアートロードマップ  

(URL)https://rakusho.or.jp/roadmap/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人楽笑（ラクショウ） 

住   所： 〒443-0021 

愛知県蒲郡市三谷町須田10番地68 

代 表 者： 理事長 小田 泰久（オダヤスヒサ） 

担 当 部 署： Aichi Art brut Network Center 

（アイチアールブリュットネットワークセンター） 

担 当 者 名： センター長 小田 泰久（オダヤスヒサ） 

電 話 番 号： 0533-66-6228 

F A X： 0533-66-6229 

E - m a i l： aanc@rakusho.info  

U R L： https://rakusho.or.jp/  

https://rakusho.or.jp/roadmap/
mailto:aanc@rakusho.info
https://rakusho.or.jp/

